
－大学中退？！－ 

 

そんなこんなで、入学から二年が過ぎていきました。 

学生生活にも慣れ、一人暮らしにも慣れ、かなりゆとりが出てきていました。 

人間ゆとりが出ると、客観的に周りを見わたすことができます。  

そんなある日、ふと思い立って実の父の友人の所に出かけました。  

 

子どもの頃父と一緒に行った父の友人の家。 

最寄り駅 は知っていたものの、道順なんか覚えているはずもありません。 

でも、何でしょう、何かに導かれるように、迷うことなくこの家までたどり着いたんです。 

そしてこの父の友人、普段は仕事でほとんど家にいないのに、たまたまいたんです。 

ピンポン を鳴らす時に家の中から外を眺めていたんです。 

この父の友人、離婚したことも知りませんでした。 

事情を話すと父を捜すと言ってくれたのです。  

 

それから父の居所がわかるまで、一ヶ月かからなかったかな・・・ 

すごく長く感じたけれど、すぐだったんですね。 

 

そして再会することになりました。  

 

 

久々に会う実の父、進路をめちゃくちゃにした父、家庭をめちゃくちゃにした父。 

会ったらまずは一撃先制パンチ をする、と決めていました。 

 

が、、、 

いざ会ってみるとやつれたと言うにはあまりにもやつれすぎ、パンチなんかしようものならその場で息

絶えてしまうような、そんな貧相な姿でした。  

 

事情を聞くと、離婚後まもなく胃ガンになり、胃をすべて摘出してしまったとのこと。。。 

言葉が見つかりません。  

そして次の瞬間、、、 

 

やっぱり医者にならなきゃだめだ！ 

 

と思いました。 

今さらどうなるわけでもないのに・・・ 

もう理工学部にいるのに・・・ 

でも、でも、諦めきれない  

父の手術はこの手で・・・ 

熱いものが流れるのを感じました。 

医学部を受験し直すために、早速明治大学に退学届けを出そうとする私。 

すごい行動派・・・（自分でも驚きました ） 



ですが、母親はそう簡単に許してくれるはずもありません。 

「やっと入った大学なのに、何を言っているの」 

という普通に考えればごもっともな意見です。 

それでも譲らない私に、 

「だったら休学にしなさい」 

ということで、大学 3 年の 6 月から、年度末まで休学することになりました。 

休学して予備校に通いました。結構勉強しましたよ。 

予備校の授業料 も自分で払ったので必死です。 

 

約半年後、センター試験受験。 

いけるぞ  

現役の時は英語 200 点満点中 100 点にも満たなかったのに、160 点を超えた！ 

英語が一番苦手なのにこれは絶対 乗っている！ 

 

と言う喜びも束の間・・・思いもよらない事態が発生。 

 

じつはその年から高校生のカリキュラムが変わっていて、現役生の受ける新カリキュラム対応問題と、

私のような過年度卒生が受ける旧カリキュラム対応問題は違っていたのです。 

そして、最も得意とする数学で、現役生と過年度卒生の問題にかなりのレベル差が出ました。 

数学は満点とるのが当たり前だったのに、忘れもしない屈辱の 47 点でした。  

 

問題を解いていて手が止まったんです。  

数学においては初めての経験です。 

どうやっても解けない。その瞬間、すべてが終わりました。  

 

夜の ニュースで、大手予備校がかなり抗議を申し入れた、と言うようなことをやっていました。 

それくらい格差が出たんです。 

淡い期待をよそに、結局救済策は何も取られませんでした。 

もう一年予備校に通って頑張るか・・・  

と、次年度の予備校の申し込みに行きました。 

 


